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Abstract 
This study shows that the phonetic feature of 

voicing in obstruents evokes the image of 

“largeness” and “heaviness”, and that the first 

syllable contributes more strongly to this sound 

symbolism than other syllables.  
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1.1.1.1. はじめにはじめにはじめにはじめに    

言語における音とイメージの関係について，

Sapir(1929)が恣意的ではないつながりがあ

るということを実験的に示して以来，上村

(1965)，Ohala(1994)などの実験的研究により，

音とイメージの関係は複数の言語で確認され

た．内本(2005)は子音の有声性（[±voiced]）

と「汚さ」のイメージのつながりを示し，

[+voiced]と[-voiced]の子音を含む 2 音節語の

場合，第一音節の子音の有声性の方が第二音

節の子音の有声性よりも「汚い」イメージに

強く影響することも示した．本研究では，内

本(2005)の実験を「大きい」と「重い」のイ

メージに応用し，有声性との関係を実験的に

検証する． 

 

2.2.2.2. 仮説仮説仮説仮説とととと実験方法実験方法実験方法実験方法    

内本 (2006)による実験を参考にし , [±

voiced]の素性には他にどんなイメージがあ

るか，以下の仮説 1と 2を設定した（実験 1）． 

仮説 1: [+voiced]の子音の方が[-voiced]の

子音よりも「大きい」イメージを喚起する. 

仮説 2: [+voiced]の子音の方が[-voiced]の

子音よりも「重い」イメージを喚起する. 

また，これらのイメージと有声子音の音節

位置の関係について，仮説 3 と 4 を設定した

（実験 2）． 

仮説 3: [+voiced]と[-voiced]を含む 2 音節

語の場合,第一音節に有声音があるときの

方が第二音節にあるときよりも,強く「大き

い」イメージに影響する.  

仮説 4: [+voiced]と[-voiced]を含む 2 音節

語の場合,第一音節に有声音があるときの

方が第二音節にあるときよりも,強く「重

い」イメージに影響する. 

実験１は，仮説 1 と 2 の検証で，無意味な

2 音節語 40 語(20 語は[+voiced]の子音のみ，

20 語は[-voiced]の子音のみを含む)を刺激語

とした．[+voiced]には[g, z, d, b]，[-voiced]

には[k, s, t, p]の各 4 種類の子音（これらは順

に，有声性以外の素性はすべて一致する子音）

を使用し，第一・第二音節に同じ回数ずつ出

てくるように設定した．母音も[a, i, u, e, o]

が同じ回数ずつ出てくるように設定した．刺

激語をアクセントなしの音声として被験者

（日本語母語話者）に提示し，仮説 1 では 24

名に「大きさ」のイメージを，仮説 2 では 23



名に「重さ」のイメージを 7 件法で評価して

もらった． 

 実験 2 では，第一音節が[+voiced]，第二音

節が[-voiced]の子音からなる語と，第一音節

が [-voiced]，第二音節が[+voiced]の子音から

なる語を 20 組，計 40 語を刺激語とし，仮説

3 で 29 名に「大きさ」のイメージ，仮説 4 で

27 名に「重さ」のイメージを 7 件法で評価し

てもらった． 

  

3.3.3.3. 結果結果結果結果とととと考察考察考察考察    

 以下の図 1～4 に実験結果を示す.  

 

図 1 仮説 1 の実験結果 

t (23) = 10.75    p < .01 

 

 

図 2 仮説 2 の実験結果 

t (23) = 9.71    p < .01 

 

実験１では，[+voiced]の子音をもつ語の方

が[-voiced]の子音をもつ語よりも有意に「大

きい」「重い」と判断された．実験 2 では，第

一音節に [+voiced]，第二音節に[-voiced]をも

つ語の方が，第一音節に[-voiced]，第二音節

に[+voiced]もつ語よりも有意に「大きい」「重

い」と判断された．これより仮説全てが支持

された. 

 

図 3 仮説 3 の実験結果 

t (28) = 3.74   p < .01 

 

 

図 4 仮説 4 の実験結果 

t (26) = 4.04   p < .01 
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